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Cretaceous System of the Yatsushiro Mountains
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　　Abstract: -In the Chichibu Terrain of the Yatsushiro Mountains in Kyushu, Southwest
Japan, the Lower Cretaceous System is divided into the Monobegawa and Pre-Sotoizumi (new
name) Groups. The Monobegawa Group is composed of the Kawaguchi, Hachiryuzan and
Hinagu Formations in asending orders. The Pre-Sotoizumi Group is also consisted with the
Kesado (new name ) and Yatsushiro (emend. ) Formations. The conditions of sedimentaly
environments of the formations in each group are considerable as follows.-
　　　Monobegawa Group
　　　　Kawaguchi F. :non-marine or brackish-water
　　　　HachiryuzanＦ. :shallow marine
　　　　HinaguＦ. (lower):brackish-water to very shallow marine
　　　　HinaguＦ. (upper):pure marine of open sea
　　　Pre-SotoizumiGroup
　　　　KesadoＦ. :very shallow marine
　　　　YatsushiroＦ. :alternations of shallow marine and brackish-water
　　The faunas of the Pre-Sotoizumi Group very resemble those of the Nankai Group in the
“Kurosegawa Tectonic Belt”in Southwest Japan. And the group is closely akin to the Gosho-
noura Group in Central Kyushu, in their litho-facies which were shown by coarse grained to
upwards sequences.
　　Inour opinion, the Monobegawa･Group is coverd with the Pre-Sotoizumi Group bounded
on very low angle faults.Therefore the Pre-Sotoizumi Group is croping out as the slast sheets
on the Monobegawa Group, in the Yatsushiro Mountains｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.はじめに
　態本県の秩父帯に位置する八代山地およびその周辺には，下部白亜系堆積岩類が広く分布してい
る。この白亜系については松本・勘米良(1964)による詳しい報告があり，産出する海生二枚貝に
ついてはHayami (1965-1966),汽水生二枚貝についてはOhta (1978, 1981),頭足類については
Matsumoto ｄ?｡(1980)などの研究がある。
　最近，筆者らは，高知県下の秩父帯下部白亜系との比較のため八代山地およびその周辺の白亜系
について調査を進めてきたが，化石フォーナの特性，その地質時代，岩相の観察から，この地域の
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白亜系がこれまでの解釈とは異なる多くの問題点があることが判った。そこで，今回はその第１報
として，八代山地の下部白亜系（球磨川以東～東陽村美生付近）の調査結果について，ここに報告
する。
２。地質概説
　八代山地の下部白亜系は，北は宮地構造線，南は深水構造線というともにENE-WSW方向に
のびた２本のほぼ平行した構造線に挾まれた幅3～4kmの地域に分布している。さらにこの白亜系
は両構造線の間に平行した蛇紋岩体を伴う猫谷構造帯により，南側（日奈久帯）と北側（宮地帯）
に２分されて露出している（図１）。また，これらの構造帯を切って斜交する複数の断層があり，
中でも池ノ原～下深海を通るＮＥ－SW方向の断層はその基根が大きく，この断層の東側と西側で
は，白亜系の分布の様子が異なっていて，東側の宮地帯では下部白亜系の分布は途絶えている。
　これまで，日奈久帯の下部白亜系は南側を下位とし，全体的には北翼が不完全な同斜摺曲的な向
斜構造を示し，その向斜軸上にほぼ位置する付近で，゛八代層″が日奈久層上に不整合，または断
層で重なり，宮地帯ではさらに゛八代層″を不整合懲覆う゛宮地層へが分布するとされていた。そ
の結果゛八代層″は日奈久帯東部の美生付近（松本・勘米良による模式地），日奈久帯西部の下深
水付近と宮地帯の３地域に分かれて分布するとされていた。
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図１．八代山地の構造帯区分
　　領家帯　Ｇ:宮ノ原花陶岩　Ｒ：竜峰山変成岩帯
　　秩父帯　Ｍ:宮地帯　Ｎ：猫谷構造帯　．
　　　　　　Ｈ：日奈久帯　Ｋ：走水帯
　　　　　　(Ｎ):宮地帯北側
　　　　　　(S):宮地帯南側
　　Ｍ・Ｔ・Ｌ：宮地構造線
　　Ｆ・Ｔ・Ｌ：深水構造線
　　一点鎖線内:調査地域
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　しかしながら今回の調査では，この３地域の゛八代層″は，それぞれの岩相やフォーナや，フォー
ナが示す時代観も異なっている事が判った。つまり，①従来の模式地の゛八代層″から産する化
石は,･高知県の物部層(Upper Hauterivian～Barremian)の種と全く共通し，同地方の八竜山層
の東方延長部であると考えられ，またその゛八代層″の基底部は赤色陳岩・赤色泥質岩の存在や，
植物化石の産出から,。こめ部分は高知県の領石層に相当し，同地方の川口層の東方延長部となるこ
とが判った。②　下深水付近の゛八代層″と宮地帯の゛八代層″は本地域の他の下部白亜系が急傾
斜（60°～90°）な構造を示すのに対して，傾斜がゆるく（北側へ30°以下），しかも他の白亜系とは
低角度の断層で接している。また，産出化石には，゛下位″の白亜系日奈久層よりも古い時代を示
す貝化石がある事が判っ･た。そして　③　下深水付近の゛八代層″と宮地帯の八代層は直接関係す
る所はなく，それぞれの産出した化石による推定地質時代も下深水ではBarremian?～Eary
Aptian,宮地帯はAptian～Eary Albian と若干違うことが判った。そこで，本報告では，下深水
の゛八代層″に対しては，袈裟堂層の新地層名を与え，宮地帯の゛八代層″を八代層として再定義
している。また，これまでの模式地゛八代層″の部分は川口・八竜山層である事が判ったので，そ
の下位に不整合関係で露出する゛日奈久層″が問題であるが，最近の知識では，その一部からジュ
ラ紀中期を示すアンモナイトや放散虫が報告されている（横田・佐野｡1986)。おそらく，美生付
近の゛日奈久層″は，秩父帯北帯の井鳥ノ巣型のジュラ紀層が存在するものと思われる。
　また，従来;八代層を不整合に覆うとされていた宮地層は，その産出化石や岩相がご日奈久層下
部と殆ど一致するので，日奈久層下部の同層異名として，゛宮地層″の名称は使用していない。な
お，八代層と゛宮地層″の関係は断層関係であり，゛宮地層″の地質時代はAptianが推定される。
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図２．八代山地付近の白亜系の層序区分および対比図
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　以上の新考察をもとに，八代山地の白亜系を整理すれば，西南日本め秩父帯北帯に広範囲に分布
する下部白亜系，四国の物部川層群，九州大分の佩楯山層群に相当する川口・八竜山・日奈久の諸
層と，これらと性格を異にする下部白亜系袈裟堂層・八代層に大別できるので，前者は物部川層群・
後者は先外和泉層群（新称）として，次章の地質各論で，その詳細を記述する。
之
● 　 I l t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．地質各論’……，’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Ｆ　　●　　　１〃　●Ａ 物部川層群 ＼ ‥゛∧　 ブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･゛I｀゛゛･j　●k●，
　模式地の四国高知県物部地域では，秩父帯北帯の先白亜系岩類を不整合関係で覆って，下位から
領石・物部・，（柚ノ木）・日比原の諸層が，一部に非整合関係奇示じながら重なっている。これら
の地層に相当する岩相・フォーナは，西南日本一円に追跡す,る事が出来て，たとえば，紀州の有田
川層群，四国徳島の羽之浦層群，九州大分の佩楯山居群などがおるい（田代｡1986)。また，部分的
には，静岡県の伊平層，（林他｡1981)や赤石山地の小黒川層（田代他｡1986),戸台層（松島・北
村. 1981)なども，おそらく物部川層群に対比される地層群である。’ヽ∠
　八代山地でも，これらの白亜系と同様に，先白亜系を不整合関係に覆って,/下位から領石層相当
の川口肱物部層相当の八竜山層，日比原層相当の日奈久層が重なる。　。
　　ａ.川口層(Kawaguchi Formation)　　　　レ　　。。二丿二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sl　　i●I　　　　°f
　川口層は日奈久帯に１大向斜構造を示して，走向は一般にENE～ＷＳＷを示し，南翼では60°～
90°の高角度の傾斜を示す。北翼では下深水以東では比較的ゆるい南側傾斜を示すが場所によって
は30°～20°位で北側傾斜を示す（小原・美生付近）。下深水以西では北翼は猫谷構造帯によってた
たれ露出しない。　　　　　　　　　　　　　　　　･k;　｀しト「‘　ﾄ’
　川口層の基底部は，八代山地では北翼の小原・美生～九折間でめみ観察できる。赤紫色泥岩・砂
岩をマトリックスにした基底陳岩（厚さは露出が悪く正確ではないが，せいぜい数ｍ）が，ジュラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　ｓ　●　嘘　ｌ　　　ｆ　　Ｉ紀中期を示す酸性凝灰岩や砂泥岩層を不整合関係で｀覆うでいる。なお，この基底呻岩はかつて，
　゛八代層″の基底部とされていた。基底呻岩の上位には，=呻質砂岩や粗粒砂岩の厚い地層が。緑灰
色の薄い泥岩層を挾みながら繰返し露出する。泥岩層からは植物化石が産する。植物片には領石フ
ローラ特有のクラドフレビスやニルソニア類の植物化石が含まれでいる。
　南翼の川口層の基底部は深水構造線にたたれ露出せず，おそらく北翼の砂岩部に相当する部分か
ら始まる。坂本村川口付近から川沿いに露出する砂岩優勢な樫質砂岩;｡粗粒砂岩・泥岩の交互する
地層が，川口層の模式的な地層であるが，現在はその露出はあまり良くな‘い。岩相・層序について
は松本・勘米良(1964)による報告の通りであり，こJこでは詳細な記述は省略する。下深水近くの
泥岩から汽水生貝化石が産し，筆著らが確認した種は次の通りである。
　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　１　　　　１　　　｀　●●●　　．　Ｃｏｓtｏｃｙｒｅｎａ　ｏtｓｕfeai（Ｙａｂｅet Nagao) 　 ，ノ･｡｡･｡ ・ ・＞
Iｓｏｄｏｍｅｒａｓhiｒｏｉｅｎｓiｓ（Ｙａｂｅet Nagao)
Hayamina几auma几ni (Neumayer)
Ｔｅtｏｒia sp.
　これらの化石種は，いずれも領石フォーナの代表的なものであ,る。，
　対比:高知県の物部川層群領石層の模式地領石付近では，領石層は，赤紫色岩を主とする下部と，
粗粒砂岩・疎質砂岩・帯緑灰色泥岩が交互する上部に大別懲きる。川t]層の基底部の赤紫色岩はお
そらく領石層下部に相当し，大部分は，領石層上部の岩相に対比で凱産出する植物・動物化石も
それを支持する。一般に領石層下部に相当する岩相は物部川層群およびその相当層分布地域では場
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所によっては確認できない所もある（例えば徳島県の立川層，紀州の湯浅層など）。また厚く発達
する所では領石層模式地や,高知県西部天狗高原付近などがあり，大分県の佩楯山層群でもかなり厚
く発達している。川口層の分布地域では，赤紫色岩の露出は美生・小原付近にかぎられ，また非常
に薄い。川口層は八代山地よりも西方の芦北郡田ノ浦地域まで追跡できるが，その基底部付近は，
下深水構造線と接するので，赤紫色岩の分布が田ノ浦地域まで，のびていないのか断層のため切ら
れて露出していないのかはよく判らない。
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図３：川口層・八竜山層の柱状図
　　　Ａ:植物化石・Ｂ:汽水生貝化石
　　　Ｓ：浅海生貝化石
　　b.八竜山層(Hachiryuzan Formation)
　八竜山層は日奈久帯に分布し，下深水以東では日奈久帯の中央部に北斜した向斜軸の両翼をなし
て川口層上に整合に重なる。下深水以西の南翼でENE-WSWの走向で川口層上に整合し，傾斜。
は70～90°で北向きを示すが，西から東へむかって幾分ゆるくなる傾向がある。北翼は猫谷構造帯’
に切られ露出していない。
　基底部は呻岩に始まり，上方にむかい細粒化し，砂岩，砂質泥岩を経て，暗灰色塊状の泥・シル
ト岩になる。層厚はほぼ600mである。疎岩は，下位の川口層中に挾まれる呻岩層と似ており，本
層の下半は川口層の汽水成堆積物から浅海成堆積物へ漸移する関係を示している。砂質泥岩や暗灰
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色シルト岩からは多種の二枚貝や頭足類を産出する。
　筆者らの確認した化石種は下の通りである。　　　丿▽
　　Ｐｏｒtｌａｎｄｉａ　ｓａｎｃｈｕｅｎｓiｓ（Yabeet Nagao)
　　Ｎａ几ｏ几ａｕiｓｙｏｆｅｏｖａｎxai（Ｙａｂｅet Nagao)
　　Cosmetodon肌onobe几sis Tashiro et Kozai
　　Ｐｌｉｃａtｕla　hiienｓiｓHayami
　　Ｇｅｒｕillaｒia haｒａｄａｅ（Ｙｏｋｏyａｍａ）
　　Ｇｅｒｕillia　foｒbeｓｉａｎｃ
　　Ｎｅｉtｈｅａ ａtａｕａRomer　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　Ｒｅｓtellｕｍ　(,Ａｒｃtｏｓtｒｅａ)Carina£um (Lamarck)　　　　　1
　　Ptｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s.)pocilli/ｏｒmiｓ(Yokoyama) type A
　　Aｓtａｒtｅ ｓｕｂｓｅ几ｅｃtaYabe et Nagao　　　　　　　　　　　　　　｡ ｀
　　Ｌａｅｕ ｉｃａｒdiｕｍ.iｓh.id.ｏｅｎ.ｓｅ(Yabe t Nagao)
　　ＰｌｅｕｒｏＴＲｖａsp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　・
　　Ｓｈａｓticｒｉｏｃｅｍｓsp.
　上記の種はいずれも物部川層群物部層や羽之浦層，山中の石堂層に良く知られていて，アンモナ
イトはUpper Hauterivian～Barremianを示している。
　対比:八竜山層が，物部川層群の物部層に対比される事は岩相・層序・産出化石から判断して確
実である。産出化石の大部分は，小原～九折間の泥・砂質岩からのものであり，この産地は，かつ
で八代層″であったため，本地域を模式地とし七記載されたNei£heaんanmerai Hayami （＝Ｍ
ａ£aua) (Hayami, 1966)はAlbianと考えられていた。筆者らの知るかぎりでは，本邦産のＭ
atavaはいずれも，物部層およびその相当層(Upper Hauterivian～Lower Barremian)に知られ
ており，この産地だけがAlbianの設定となっていたが，今回の調査で，この矛盾は解消できた。
　　c.日奈久層(Hinagu Formation)
　日奈久層は下深水以西の日奈久帯と宮地帯の北側に分布する（宮地帯の北側の日奈久層は，かつ
て宮地層・砥用層相当層と呼ばれたものである）。　　　　　
Ｌ｀　　』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛日奈久帯での日奈久層は下位の八竜山層に非整合関係に重なり;　日奈久帯の向斜構造の中央部に
位置するため，その両翼に観察できる。しかし，向斜の中心部付近では，袈裟堂層（後述）がほと
んど水平的な低角度断層関係でみかけ上，上位に重なる。
　南翼での傾斜は70°～90°北落ちを示し，場所によっでは逆転している。北翼では幾分ゆるく，
50°～60°で南落ちを示す。
　日奈久帯の日奈久層は粗粒岩優勢な下部と泥質岩優勢な上部に大別することができる。北翼と南
翼では下部の粗粒岩相の発達が異なっていて一般に南翼では下部は20～40mの厚さを示すのに対し，
北翼では300mを下らず，その北翼の基底部の下限は猫谷構造帯に切られ不明であるため，実際の
差はもっと大きくなると思われる。
　北翼のみかけ上の最下部には暗灰色の泥岩層を不規則に挾む粗粒砂岩層があり，この泥岩層から
は，汽水生貝化石（Ｃｏｓtｏｃｖｒｅｎａ ｒａｄｉａtｏｓtｒiatａ　(Yabeet Nagao) )が報告されている（松本・勘
米良｡1954)が，筆者らは採集できなかった。その部分が50m程め厚さを示し，その上には呻質砂
岩・粗粒砂岩が薄い数10cm～数ｍの泥岩を挾みながら数ｍ～10数ｍごとに繰りかえす下部層の主部
が重なる（250m士）。砂岩中にはＮφｐｏ几itｒｉｇｏ几ia　hihｕｃｈｉａｎａ（Ｙｏｋｏyａｍａ），　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s)
pocillifoｒＴＲｉｓ（Ｙｏｋｏyａｍａ）が密集する部分が数ケ所に観察できる。この三角貝密集層は，赤石山
地の戸台層，徳島県の傍示層，高知県の日比原層下部を特徴ずけているいわゆる゛トリゴニア・
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サン’ドストン″･である。その他数種の二枚貝が得られる。‘
　この砂岩層優勢な下部層は数枚の１～５ｍの砂岩層と暗灰色泥岩（数ｍ～10数ｍ）が交互する漸移部
を経て，泥岩優勢な上部層に変る。上部層は無層理塊状の暗灰色泥岩・シルト岩を主とし上半部は
暗灰色細粒砂岩，中粒砂岩，暗灰色シルト岩がタービダイト状に互層する泥質岩優勢な岩相となる。
下半部の泥岩部の比較的に上方に一層の酸性凝灰岩が挾まれ，南翼および宮地帯の北側の日奈久層
との対比上の重要な鍵層の１つになっている６日奈久層上部層の化石は少なく，泥岩部からＰａｒ一
回mussium /血昭ense Tamura (1973)が採集され，下部層下部の泥岩からはAptianを示すアン
モナイトがリストされている（松本・勘米良｡1964)。筆者らは，上部層上部で袈裟堂層のみかけ
上下位の泥岩（下深水北方）から微量ではあるがAlbian～Cenomanianに特徴的な放散虫化石
（Ｈｏｌｏｃりｐtｏｃａｎｉｕｍ　baｒｂｕi-Ｈ･ｇりｓｅｒｓｅｎｓiｓ群集）を得た。
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図４：日奈久層の柱状図
　　Ｘ・海生貝化石
　　Ｘ・汽水生貝化石産地
　　Ｔ・酸性凝灰岩
　　Ｒ・放散虫化石
　一方，南翼の日奈久層は，下位の八竜山層の泥岩上に重なる厚さ15m土の基底陳岩を経て，粗粒
砂岩，暗灰色泥岩が数ｍの厚さごとに交互する下部層が約40m程認められるが，その上位には無層
理塊状の暗灰色泥・シルト岩の厚層が重なり，さらに上位に，粗粒砂岩・暗灰色シルト岩がターピ
ダイト状に互層する上部層となる。南翼部からはParuamussium hin昭ａＳｅを得たのみであるが，
上部層中部に発達する凝灰岩層や，地質構造の特質から南翼の日奈久層は，北翼よりもかなり沖合
の堆積相を観ている可能性がある。
　宮地帯北側の日奈久層（旧宮地層・砥用相当層）はその下部層の部分が主陽露出する。本層の南
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側は，宮地帯中央部を走る走向性の断層を介して八代層と接する。走向は，ほぼ宮地－猫谷間の谷
沿いの方向に重なるため，みかけはかなり厚い粗粒岩層が分布するよう4こみえる。一般に北側へ急
角度で傾斜している。下限は断層に切られ判らないが露出する範囲では5(X)m士の陳岩・疎質砂岩・
粗粒砂岩が不規則に数ｍ～数10mおきに繰返す粗粒堆積物であ万る。陳岩の牒は人頭大に及ぶものも
あり，一般に円磨されている。陳種は，花肖岩，チャート，緑色岩，玲岩，砂岩など七あ･る。粗粒
砂岩から浅海生貝化石が密集して産するＱ Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s. ) pocillぴor mis (B), Nφipon-
i£rigoniaんikucんiana, Monobearca cuculloides, Anthonya sp., Glycyrれｅｒ必･matsumo£oi, Cae-
ｓtｃｏｒbｕki　ｍｉｎｉｍａなどがでる（懐良親皇陵裏）。いずれも，高知の物部川層群日比原層の下部や
徳島の傍示層から産出する種と共通する。本地域の日奈久層（゛宮地層″）からの化石については
上田他(1976)に詳細に報告されていて，明らかに本層に比較される地層からの種は，いずれも物
部川層群日比原層下部からの種と共通している。
　宮地帯北側での日奈久層の上部層に相当する部分の露出は極めて少なく，猫谷近くにわずかに分
布する。その分布の詳細は露出が悪くつかみにくいが，一層の酸性凝灰岩が認められる。本層の北
側に分布する砥用相当層とされていた泥岩優勢な部分（松本・勘米良）も，おそらく日奈久層上部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･jL　7　　　　　j層の一部と考えられる。
　宮地帯北側の日奈久層は，宮地帯中央部を軸にした背斜構造の北翼の日奈久層を観ていると思わ
れるが，宮地帯の背斜構造の存在は。みかけトト位に重なる八代層（後述）のため確認はできない
（球磨川の対岸（南側）の゛宮地層″の構造からは，ぞの推定は可能である）。
　日奈久帯と宮地帯の北側で，向斜・背斜の翼部を形成する日奈久層は，おそらく東側（南側）で
より沖合の堆積相を観ていることは陳岩・砂岩に富んだ宮地帯北側の日奈久層下部層の存在からも
間違いないと思われる。　　　　　　　　　　　　　＜･一
　宮地帯南側の八代層のみかけ上下位には，日奈久層の分布が予想される。現在露出する地層は球
磨川北岸部にみえがくれする露頭を除けば，宮地帯南側はほとんど八代層でしめられている。その
わずかに露出する球磨川北岸の露頭は，いずれも直立に近い傾斜を示す暗灰色泥岩（東側）と粗粒
砂岩（西側）であり，八代層の岩相とは明らかに異なっている。おそらく日奈久層であり,’宮地帯
北側の日奈久層の背斜の南翼部つまり日奈久帯向斜の北翼部をみている可能性がある。しかし古生
物によるたしかな証拠は,’まだ得ていない。
　この点に関しては，むしろ球磨川の対岸（南側）地域を詳査すれば解決する問題である（現在調
査中:従来の地図でば宮地″層である）。　　　　　＜
　対比:日奈久層が，物部川層群日比原層に岩相の酷似，産出化石の共通性からも対比できる事は
明らかであり，日奈久層下部層は，日比原層の下部や徳島の傍示層に，上部層は日比原層の上部や
徳島の藤川層に，それぞれ対比できる。その地質時代は, Aptian～Albianが推定される。ただし
Albianの大型化石による確証はない。
　Ｂ　先外和泉層群（新称）
　九州の秩父帯に分布する下部白亜系には，秩父帯北帯の先白亜系を基盤にしてその上位に重なる
物部川層群と，基底は鳥ノ巣層群に非整合・整合，あるいは不整合に始まり，一般に物部川層群よ
りも南側に分布する南海層群があるが（田代｡1985),そのいずれにも属さず，一般に低角度の傾
斜で中央構造線よりも南側に，下位には三波川帯・秩父帯と低角度の断層関係で接する下部白亜系
のー群がある。本論文の調査地域に分布する八代層（新定義）や袈裟堂層（新称）がその白亜系で
あり，これらを総称して先外和泉層群と新称する。　　　　　　　づ
　先外和泉層群に所属する白亜系は，八代・袈裟堂層以外には，鹿児島県川内市付近に分布する久
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見崎層（橋本他. 1972),大分県大野郡犬飼町西方の小坂・石場ダム付近の下部白亜系(Aptian)
や落合・溜水付近の下部白亜系(Barremian～Albian),十これらの下部白亜系を不整合（?）に覆
う田野層(Turonian～Cenomanian),などが，おそらく先外和泉層群4こ所属すると思われる．ま
た，大分県楓楯山東方で，物部川層群上に低角度の傾斜をしめして分布する下部白亜系(Albian)
（佩楯山層群（IV）層:田代・他. 1983; Tashiro ｅ£al., 1985)や，宮崎県五ケ所村の高畑層など
も本層群に所属する可能性がある．　　　　　　　　”　　　　十.
　四国の秩父帯には先外和泉群に相当する白亜系は分布していな.いが，四国中・西部では一般に物
部川層群と南海層群の中間位置に，東部では秩父帯北帯上にも分布を広げる上部白亜系のー群があ
り，これを外和泉層群(Matsumoto ed.,1954)と呼ぶ，先外和泉層群とは幾分露出する構造的な
位置が異なっていて，両者を直接関連させて考える事は現時点では無理であるが，九州には外和泉
層群に相当する上部白亜系が存在しないことや，四国の外和泉層群は，西方ほど古い地質時代で終っ
ていて，その関係は全くないとは思えない．
　　ａ.袈裟堂層（新称) (Kesado Formation nov.)
　袈裟堂層とは，坂本村下深水北方の゛八代層″とされていた･地層に対する新名称であ･る。層厚
100m以上で，日奈久層（上部層）の上に低角度の断層関係で重なる。上部は侵食のため不明であ
る。日奈久層の向斜軸付近にほぼ水平か，やや西落ちの傾斜をなして分布し，東側は，池ノ原一下
深水を通る断層で切られる。　　　　　　　　　　　バ
　岩相と層序:本層は年ノ神南方沓越峠付近では基底部に10～20m層厚の砂岩優勢な砂岩泥岩互層
がみとめられるが，その主体は灰白色～灰青色の中～粗粒砂岩め単一岩相を示す。砂岩は，風化す
るとザラザラと砂粒が落ちるような感じになる。かなり石灰質め細粒堆積物を含んでいるためと思
われる。また場所によっては，チャートの円陳を陳岩状に含む事があり，特にそのような部分に浅
海生の二枚貝化石やアンモナイト化石が含まれる。二枚貝は密集層を造り，離弁個体がほとんどで，
幼殼から成年殼まで多様である。石灰質の陳状物質や，大型のサ,ンゴ片，厚歯二枚貝断片と思われ
る化石が溶けて空洞をなすものも多数含まれる。　　　　　‘
　本層の構造的位置関係から,本層は,八代層（後述）の一部と考える事も出来るが,動物化石から得
られる時代観や岩相が幾分異なっており，両者が直接連続･あるいは接する部分がないため，ここで
は独立した地層名を付した。おそらく，木層は八代層の下位にあった堆積岩相であろうと思われる。
　産出化石と地質時代:本層から産する二枚貝化石の大部分は，すでにHayami (1965-66)が記
載したものが多いが，今回更に数種の二枚貝化石を追加する事ができた。頭足類化石も数種採集し
た。その内容は下の通りである。
　二枚貝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　Ｃｏｓｍｅtｏｄｏｎ　ｓp.
　　7vｃｉｎｏｄｏｎsp.　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ　　　　　　　’
　　Ｇりｃｍｅｒiｓsp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●
　　£imatula sp.
　　Ａｑｕｉｐｅｃtｅ几sp.
　　ＣｈｌａｉｎｙｓｓhifeofeｕｅｎｓiｓHayami
　　Ｎｅｉtｈｅａsp. aff.N. ａ£ａじａRomer　　　　　　　　｡ノ　　ト
　　ノＶ.sp.aff.A^.amanoi Hayami
　　N. ma£sumotoi Hayami　　　　　　　　　　　　　｡ ，
　　Entolium sp･，
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　　Geruillaria n. sp･
　　7Vφｐｏμひigonia plica£ａ Kobayashi
　　沢£££i£rigonia sa几chuensis (Nakano)
　　7）£ｅｒｏ£rigonia(s. s. ) sp., cf. P. (s. sうhokkaidoana (Yehara)
　　p. (s. s. ) sp., cf. P｡(s. s. ) yok･ＯＮａｍａｉ(Yehara)
　　Xnocardi£a ama几oi Hayami
　　Grobocardiu肌sphaeroideum (Forbes)
　　“'Lucinoma" sp･
　　“Macoma" ｓp･
　　7)りｃｏｍｙａ　ｓｐ･，｛府｡｝)，ｄｅｎｓｉｃｏｓtａtａNagao
　頭足類
　　Ｃｈｅｌｏｎｉｃｅｒａｓ(ＥｐｉｃＫｅｌｏｎｉｃｅｒａｓ)ｓp･，
　　Cheloniceratid,　ｇｅｎ. ｅt ｓｐ.indet.
　以上の他に厚歯二枚貝らしい殻片，大型サンゴ化石，同定不能な二枚貝・巻貝が得られる。頭足
類化石による地質時代はLower AptianかUpper Aptianの下部を示す。
　対比:岩相・化石内容ともに袈裟堂層に酷似する白亜系が，大分県の/｣哉・石場ダム周辺と落合・
溜水付近に分布する(Tanaka, 1986, m.s.)。 Neithea aff. atava, Gervillaria n. sp., Pりchomya
aff. densicos£ａ£a, Chlamys必読okuensis, XnocaΓぷ£a amanoi, Glycymeris sp. など，全く同種の
化石が多数報告されていて，南海層群に共通するPro£ocardia amanoi Tashiro et Matsuda,
χｎｏｃａｒditａ　ａｍａｎｏｉ，　Ｐtｅｒｏtｒiｓｏ几ia(s.s. )八面kaidoana, Cucullaea fujiii Hayamiなども産し，
厚歯二枚貝(Ｐａｃｈｙtｒａｇａ sp.)や大型サンゴ化石が出ている。頭足類化石ﾀi b, Barremian～Lower
Aptianであるとされている。これらの白亜系分布地域の南方に分布する佩楯山層群は，明らかに
秩父帯北帯の物部川層群に対比されるものであり(田代他｡1985),岩相・フォーナともに異なっ
ていて，八代地方での川口・八竜山層と袈裟堂・八代層の関係に似ている。
　南海層群の代表的なAptianの浅海フォーナで知られる荻野・文城層(高知県物部・佐川地方)
(田代｡1985)に共通する数種の二枚貝化石(例えばXnocardita amanoi, Chlamys Ｓ九面)feｕｅｎｓiｓ
など)が袈裟堂から知られ，また岩相は一般に荻野・文城層でが細粒な砂岩であるのに対し，袈裟
堂層では,やや粗い砂岩からなるが，ともに娃長質のいわゆるアレナイト質である点は似ている。大
分の落合・溜水付近の白亜系は，さらに岩相・化石とも，荻野・文城層に共通性が高くなり，もレ
袈裟堂層と，大分県の落合・溜水・小坂・石場ダム周辺の白亜系と関連あるとすれば，それらが南
海層群と一部共通した性格を持つことは重要である。もし，現在の地理的・あるいは地質構造学的
な袈裟堂層と南海層群の位置関係を無視すれば，前者は同一堆積盆の公海に面した沿岸浅海性フォー
ナで特徴づけられるのに対し，荻野・文城層は，筆者の１人田代がすでに示したように遠浅さで鹸
度の低い堆積環境のフォーナを示していると考えられる。秩父帯北帯物部川層群と比較すれば，袈
裟堂層は，物部層・羽之浦層などに似た堆積環境であったことは，二枚貝属の構成から推定される
が，殆どの化石種が異なる事や，前者に厚歯二枚貝やサンゴ片が多い事から，おそらくその堆積盆
は異なっていたと考えるのが自然である・
　この様に，同時異相的な同一堆積盆に形成されたと考えられる先外和泉層群と南海層群が，現在
は全く地理的,構造的に異なった地域になぜ分布するのかという問題については田代(1986)のモデル
を参考にすれば理解しやすい。しかし，そのモデルが事実に促しているかという点については，さ
らに多くの資料の追加が必要であろう。その予察的な例として，袈裟堂層に類似した白亜系が，千
葉県の銚子や関東の山中の秩父帯中に存在する事について若干記述する。
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　山中の石堂層の浅海フォーナは，四国の羽之浦・物部層，九州の佩楯山層群・八竜山層，紀州の
有田川層と殆ど共通する。しかし，かつて，瓦沢層と呼ばれ，現在は石堂層の同層異名とされた秩
父帯の中央部の蛇紋岩体の南側に分布する下部白亜系がある。･ここから記載された化石種は石堂層
の種とは異なり，Ⅳφｐｏ?£ｒ毎回池辺icata, I?tぷ£ｒ4μjnixi sanむhuensisなど，袈裟堂層そっくりの
種である。ただ前述のように，その他の二枚貝属の構成は石堂層に似ている。
　銚子の下部白亜系の分布範囲では最南端の部分に，その北側の白亜系とは岩相フォーナともに異
なった部分がある。北側の白亜系の二枚貝種は，物部川層群の物部・日比原層に共通するのに対し，
ここには’Ｎφｐｏｎ.itｒｉｇｏｎ.ｉａ ｐｌｉｃａtａ,　Ｒｕtitｒｉｇｏａｉａ　ｓp･，Ｎｅｍｏｃａｒdiｕｍ　-ｙａtｓｕｓhiｒｏｅ几ｓｅHayami な
ど，袈裟堂層八代層（後述）に特徴的な化石を産するタレナイト質砂岩がある。
　さらに袈裟堂層（八代層も含めて）と東北地方の宮古層群との関係も考える必要がある。宮古層
群とは若干，地質時代の設定が異なっているが，両者間にはかなりの共通種が観られる。 ･7）tｅｒｏ-
£rigonia (s. s. ) hokkaidoana, Astar£ｅ semicos£ａ£ａ,･Grobocardiμm sphaeroideumなどがあり，
厚歯二枚貝も宮古層群から記載されている(Nagao. 1934)。こ｡の共通性は，ほぼ同時代と考えら
れる物部川層群のBarremian～Aptianフォーナよりもはるかに大きい。
　本地域の八代層と本層の関係は，頭足類化石による地質時代では，前者がやや若く，また，二枚
貝化石種にも共通種が若干存在するので，おそらく八代層は袈裟堂層の上位に位置する地層であろ
うと思われる。しかし，両者の直接の関係は見出せず，それぞれの岩相やフォーナから推定される
堆積環境も幾分異なっていると思われるので，ここでは，そ’れぞれ独立した地層として取扱って，
いる。
　　b.八代層（新定義）（ＹａtｓｕｓhiｒｏＦ ｒｍａtｉｏｎ　ｅmend.)
　従来の八代層のうち模式地とされた美生付近の八代層は川口I･八竜山層と判り，下深水北方の八
代層は袈裟堂層として別地層名を付して分離したた,め，宮地帯の八代層について，ここでは，八代
層として再定義する。
　八代層の分布は，八代市東方山中，八丁山から上官山を経て東町年ノ神（旧猫谷），朴ノ木に至
る地域である。北側は宮地帯の日奈久層下部層（旧宮地層）と断層で接し，南側は猫谷構造帯によ
り断層で切られている。　　　　　　，
　岩相と層序:八代層は層厚250 m以上で，走向はほぼENE,傾斜は水平～20°，ときに40°西側落
ちの，ゆるい角度を示す。露出する範囲での最下部は宮地帯の日奈久層下部と接する所である。（上
宮山登山路中腹）。　　　　　　　　　　　　　　　　　・｡｡　　　●
　　下部から上部まで，全般的に粗粒砂岩・中粒砂岩，暗青灰色泥岩・シルト岩が数ｍ～数10mお
きに繰り返すおおまかな互層で，砂岩層の一部は陳岩状に発達する部分もある。
　上・主・下部（実際には部層区分ができる岩相ではないが，便宜上下・主・上部に分けて詳しく
述べると，下部は，薄い（10cm土）汽水生貝化石密集層を含む黒青灰色の泥質岩から始まり,･その
上に呻岩，陳質砂岩を不規則に挾む中～粗粒砂岩と暗青灰色泥岩互層が重なる。疎岩部からもまれ
に離弁個体の汽水生貝化石がでる。
　主部は薄い陳岩（下部の砂，泥不規則互層部の最上部とみなした方がよいのかもしれない）から
始まり，その上に比較的に厚い（40m士）暗灰色シルト｡岩が重なり,･さらに灰白色中粒砂岩，細粒
砂岩・暗灰青色泥岩互層，暗色細粒砂岩がそれぞれ40~50mの厚さで重なる。
　最下位のシルト岩・中位の砂・泥互層からは多種の海生貝化石が産する。また上位の細粒砂岩か
らも，散点的に海生貝化石が得られる。産出二枚貝化石は合弁の標本が多く，現地生か，それに近
い堆積環境の元に形成されたものであろう。
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図６：八代層の柱状図
　１：疎岩・２：砂岩・３：シルト質泥岩と細粒砂岩の交互層　４：シルト質泥岩　Ａ:植物化石・
　Ｂ：汽水生貝化石・Ｓ：浅海生貝化石・Ｌ：八代層下部・Ｍ:八代層主部　Ｕ：八代価上部
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　上部は一枚の薄い樫岩上に，砂岩・泥岩の不規則な互層，優白色中細粒砂岩と重なり，さらに薄
い炭質物に富む暗色泥岩を経て最上部には映質砂岩が重なる。中細粒砂岩部から，数種の汽水生貝
化石が得られる。
　八代層は，汽水・浅海・汽水と交互するフォーナを示し，その岩相変化は，上方粗粒化的な柱状
を示し（柱状図６），周辺の下部白亜系とは異質のフォーナ・岩相変化を示している事が判る。
　産出化石:八代層の二枚貝化石はHayami (1965～66）による詳細な記載があり，今回得た化石
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も, Hayamiによる産出化石リストと殆ど同,じ（但し，宮地帯にかぎったリスト）である。唯１
点, HayamiがヽＮａｎｏｎａｕiｓ ｙｏｋｏｙａｍａｉとして記載した標本は，Ⅳ.ｐｓｅｕｄｏｃａｒむｘａtａに比較した方
がよいと考える。筆者らの得た産出化石を下に示す。
　下部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’‘
　　Ｃｏｓ£ｏりｒｅ几α肌ａ£sumo£oi Hayami
　主部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’－
　　Nanonavis pseudocaΓi几ａ£a Tashiro et Matsuda
　　Nei£hea ma£ｓlz肌ｏ£oi Hayami
　　Anomia sp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　Ｅｎtoliｕｍ ｙａtｓｕｓhiｒｏｅ几ｓｅHayami
　　Ｐtｅｒｉｎｅｒａｓh伍ｏｈａｒａｉHayami　　　　　　　　＼
　　Geruillia sp･，ｄ. Ｇ. foｒbeｓｉａｎａｄ’Orbigny
　　Plicatula sp., cf. p.tａｆｅａｈａｓhiiTaｓ‘hiro et Kozai
　　j）tｅｒｏtｒｉｇｏ几ia(s.s. )ｈｏｆｅｆｅａｉｄｏｏ.几＼a(Yehara)
　　Ｎｅｍｏｃｏｒdiｕｍ.ｙａtｓiiｓhiｒｏｅｎｓｅHayami　　　　　　　　　　　　　　’
　　ＡｓtａｒtｅｓｕｂｓｅｎｅｃtａΥabet Nagao　　　　　　　　　　　　Ｊ
　　Ａ. ｓｅｍｉｃｏｓtａtａNagao
　　A. (Yabea)ａｈａtｓｕｉHayami
　　Ｐｌｅｃtｏｍｙａsp. aff., P. anが必ａ Woods
　　Ｐｓｅｕｄｏｈａｐｌｏｃｅｒａｓsp.
　　Ｈｙｐｏｐｈｖｌｌｏｃｅｒａｓsp.　　　　　　　　　　　　　　し
　　涅l£細心£es sp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡.
　　Uhligellasp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　Crionoid ｇｅｎ.　ｅtｓｐ.ｉｎｄｅt.
　　Ｄｅｎtalliｕｍ,　ap.
　上部
　　ＣｏｓtｏｃｖｒｅｎａｍａtｓｕｍｏtｏｉHayami
　　Ｔｃtｏｒia ｖａtｓｕｓhiｒｏｅｎｓiｓOhta
　対比:八代層の頭足類はMatsumoto ｄ ?｡(1981)によりＢｒｅｉＤｅｒｉｃｅｒａｓ ｅｎｏｒｍｅMatsumoto,
ＥｐｉｌｅｖＴｒieｒielki　ｓＳ-i.hitｚeli（Jacob）などの数種が記載され，地質時代はEary Albianの最後期で
あろうとされた。筆者ら採集の標本は前田晴良氏鑑定では，Ｈｕlenitｅｓ ｓp・，Ｈｙｐｏｐｈ-ｙｌｌｏｃｅｒａｓｓp･
が識別され, Upper Aptian～Lower Albianの地層という。いずれにせよ袈裟堂層や゛下位″の日
奈久層上部層とは異なる時代観を示す。八代層からの二枚貝化石は物部川層群の種とは汎世界的な
種を除けば殆ど共通性がない（後述）。 Nei£hea ma£お斑ｏ£oiは，大分県佩楯山層群の（IV）層
（田代他｡1983; Tanaka, 1986, m.s.,による須久保層）や四国四万十帯堂ヶ奈路層(Hayami and
Kawasawa, 1967;田代他1981),と袈裟堂層であり，いずれも物部川層群には属していない。
7）£erotrigonia (s. s. ) hokkaidoanaは鹿児島県の久見崎層（橋本他｡1972),大分県落合の下部白
亜系と東北の宮古層群に知られる。　　　　　　　ご　ｙ
　八代層の汽水フォーナのＣｏｓtｏｃｙｒｅｎａ ｍａtｓｕｍｏtｏｉHayami (ま，本層独得の種である(Hayami,
1966)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　八代層の岩相の層序的な変化や汽水・浅海フォーナの産状は，中九州白亜系の御所浦層群や鹿児
島県西北の久見崎層に似ている。八代層と御所浦層群の類似性については，すでに松本(1962)も
認めており，久見崎層と，御所浦層群の類似性にっいては，橋本他(1972)が示摘している。
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　八代層の時代観(Upper Aptian～Lower Albian)に近い物部川層群では，日比原層・傍示層で
代表されるUpper Aptianの貝化石に富む砂岩優勢な地層（本地域での日奈久層下半部や宮地層）
があるが，これらの物部川層群の諸層と八代層のフォーナの違いは下に示す如く明瞭である。
　両者の海生フォーナを構成する属はかなり似ている。たとえば， Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏａｉａ(s.s. ),£aev-
ｉｃａｒdiｕｍ,Ｇｅｒｕillaｒia,　Ｇｅｒｕillia,Ｎｅｉtｈｅａ,Ａｓtａｒtｅなどがある。 GeruillariaとＧｅｒ以血を除け
ば，他の属は，両者間で種が異なる。j）tｃｒｏtｒｉｇｏ几iaでは八代層ではj）｡(s. s. )ｈｎｋｈｍｄｏａｎａに対
し，物部ではj）｡(s. s. ) pocilliformis,£aeuicardiumでは£･ｖａtｓｕｓhiｒｏｅｎｓｅ（ヨフWemocardium
ｖａtｓｕｓhiｒｏｅ几ｓｅ）に対し，£｡monoろensis m.s.やＬ，iｓｆｉｉｄｏｅｎｓｅであり，Ｎｅｉtｈｅａでは，Ｎ.　ｍａtｓｕ-
motoi {こ対しM aff./ica//ioi(Choffat),Ａｓtａｒtｅでは，Å｡（Ｙａｂｅａ）ａ尨奴ｊに対しA. {yahea)
shinanoensis Yabe et Nagao と異なる。　＊また，八代層の浅海フォーナは，シルト岩に産するた
め，幾分，沖合性の種が産し, Nanonavis, Entolium戸んoradomya, Nei£んｅａなどが多数産し，物
部の日比原・傍示とは異なる。この違いは，環境の差異を示していると思われるが，この環境に近
い物部川層群のフォーナは,‘やや時代観がずれるが，物部層や羽之浦層(Upper (?) Barremian)
の中・上部に知られる。しかし，これらとの比較でも八代層がＮａｎｏｎａｕiｓ ｐｓｅｕｄｏｃａｒｉｎａtａに対し，
Ｎａｎｏｎａｕiｓ■yofeoｖａｍａｉ,またEntolium ya£sushir･oense対Entolium tosaense Tashiro et Kozai と
異なっている。
　以上の様に，八代層のフォーナは，袈嚢堂層と物部層，あるいは，日比原層と荻野層（田代｡
1985)と同じような違いで物部川層群の同時代のフォーナとは異なっている事が判る。八代層と日
比原下部層の違いは，堆積環境に関してはあまり差がなく，おそらく，地理的な隔離が大きな要素
であったと思われる。そして，フォーナの類似性から，八代層は袈裟堂層と同様に，秩父帯南海層
群や，四万十帯白亜系の極浅海フォーナに密接な関係をもつ地層であることが推定され，また，中
九州上部白亜系との関連も暗示される。
? ? ? ? ?
? ?
????????????
?
?
hinagu BELT
図７：八代山地の地質断面推定図
* Astarte subsenectaは，物部・八代を問わず本邦下部白亜系から広く産出している。
??????????
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　　　　　　　　　　　　　　　４．地質構造とそれにまつわる議論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|。　。－　　　ｋ八代山地は，地質構造帯区分では，西南日本外帯秩父帯と，その北側の西南日本内帯長崎三角帯
の領家帯との接点にあり，本邦西南日本背陵部め地質構造発達史を考える上に極めて重要な位置に
ある。
　八代山地には古生界・中生界がほぼＥＮＥ－ＷＳＷに並び，その方向に平行に複数の構造線や火
成岩・古期岩類が混在した擾乱帯がある。その構造線・構造帯には北から，臼杵・八代構造線（宮
地構造線），猫谷構造帯，深水構造線（深水擾乱帯）があり，これらの北・南側に位置する地域を，
それぞれ北から竜峰山帯（臼杵一八代線以北），宮地帯，日奈久帯，走水帯（深水構造線以南）と
区分されている。走水帯（走水擾乱帯）にはシルル系岩体,･花陶岩・片麻岩体（八代花肖・片麻岩）
や蛇紋岩体，゛古生界″岩体が複雑に露出している。また，臼杵一八代構造線以北竜峰山帯には
竜峰山層群と呼ばれる堆積岩起源の変成・非変成の古期岩類があり，さらに北側には，宮ノ原花肉
岩，肥後変成岩から成る゛領家帯″がある。　　　　丿　　＝
　八代山地の白亜系は，臼杵一八代構造線と走水構造線に挾まれた宮地帯と日奈久帯に分布するが，
両帯の間に細長く膨縮する猫谷構造帯には蛇紋岩体，゛古生界″堆積岩類が複雑に分布する。また
調査地域東部では角閃岩体や，上官山南方で小規模の花肖岩体もある。
　日奈久帯の白亜系の下位の岩体については美生・小原付近の川口層の下位の比較的泥岩勝ちの砂
岩・泥岩を主とした先白亜系があり，その最上部（?）の酸性疑灰岩から最近ジュラ紀放散虫群集
の報告があり（横田・佐野｡1986)筆者らも確認している。また同層からは，ジュラ紀アンモナイ
ト(Hirano and Sano. 1977)の報告もある。しかし;･このジュラ系は√,秩父帯南帯（三宝山帯）
や中帯に知られる鳥ノ巣層群とは異質の岩体である。波田他(1985)が高知県吾川・仁淀地域で報
じた秩父帯北帯のジュラ系に似た岩体ではないかと思われる。
　宮地帯の白亜系の下位の岩体については，本調査地域には分布せずよく判らない。また宮地帯に
は走向方向にほぼ平行して第三系火成岩脈がひんぱんに貫入している。
　従来，臼杵一八代構造線が，中央構造線の九州にのびる延長部と解釈されている。八代山地の白
亜系は，日奈久層にみかけ上重なる八代層と袈裟堂層を除けば，四国の秩父帯北帯上に重なる物部
川層群に対比できる。また，猫谷構造帯を挾んで，宮地帯・日奈久帯に分離される下部白亜系の分
布には，高知県の高知市北方と領石・物部地域，あるいは，徳島県勝浦地方の傍示層と傍示相当層
（田代・松田｡1985),佐川の黒原層と土佐加茂層(Tashiro and Matsuda. 1986)にも似たような
関係がみられる。岩相区分的な観点からは，日奈久帯・宮地帯は，秩父帯北帯の特徴を供えており，
構造帯区分上では，走水帯と猫谷構造帯は秩父帯中帯（黒瀬川構造帯）の特性を示している。
　先外和泉層群八代層・袈裟堂層の分布は，これらの秩父帯やそれに伴う走向方向の構造線や構造
帯とは，全く異質の構造を示している。急角度で向斜・背斜構造を示す物部川層群上に，水平に近
い低角度の断層面を示して，地層そのものも，あまり変形もなく，殆ど水平層に近いかやや北落ち
の傾斜を示している。下位の物部川層群日奈久層よりも，産出化石が示す証拠は，古い堆積物であ
り，先外和泉層群が，低角度の衝上面をなして，秩父帯北帯上に重なっていることは明らかである。
また，岩相的にも先外和泉層群はHauterivian～Albianめ海進・海退・海進のサイクルを示す物
部川層群とは異なっていて，上方粗粒化傾向のある中九州の中～上部白亜系御所浦層群に似ている。
物部川層群が，公海沿岸性の堆積環境下に形成された岩相に対し，先外和泉層群は，汽水・浅海が
小きざみに繰返す三角州前縁部を思わせる岩相を示し，その先端部は，おそらく物部川盆地よりも，
はるかに温暖な環境下の公海に面した堆積盆であった事が袈裟堂層のフォーナから推定される。も
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し，先外和泉層群が，中九州白亜系の下位の下部白亜系であったと解釈すれば，八代山地に観｡られ
る衝上は，西（大陸）から東（大洋）へ向くことになる。また，この衝上断層面の西側への延長は，
おそらく臼杵一八代線かあるいはさらに西側（北側）の構造線と結ばれてくると思われる。
図８　：先外和泉層群と外和泉層群の分布
　先外和泉層群　　　　　　　　　　　　　　●
　Ａ:袈裟堂層　Ｂ:八代層　Ｃ：落合一溜水の白亜系　Ｄ:小坂一石場ダムの白亜系
　Ｅ:田野層　Ｆ：佩楯山層群（IV）層（＝腰越層M.S.)　Ｇ：高畑層　Ｈ：久見崎層
　外和泉層群
　ａ:立江・櫛渕層　b:吹越・永瀬・桔佐古層　ｃ:宮ノ原層　d:横貝層
　先外和泉層群のフォーナが，物部川層群よりも，黒瀬川構造帯やそ｡の南側の三宝山帯（秩父帯南
帯）や四万十帯に点在する白亜系浅海フォーナ（南海層群・堂ケ奈路層）に共通性がある事も重要
である。臼杵一八代構造線沿いにその南側の宮地帯に貫入する新生界の岩脈は，中央構造線の活動
に無関係とは思えない。もし新生界の中央構造線の動きが右横ずれ運動（市川｡1982)であったと
考えると，先外和泉層群の堆積盆は，秩父帯北帯の現位置よりもはるかに南側にあ゛つた事が予測さ
れ，黒瀬川構造帯の左横ずれ運動（田代｡1985)による南海層群や四万十帯の現在置も南側へ引き
もどせば，先外和泉層群とこれらのフォーナの類似は大変理解しやすくなる。さらに，予察的4こ提
示した千葉銚子や，山中の白亜系の中に，八代層・袈裟堂属に似たフォーナが，小分布を示す事も
理解しやすくなる。また，袈裟堂・八代層そっくりのフォーナを示す大分の臼杵一八代構造線に沿
う白亜系に，御所浦層群に似た赤紫色岩を伴う田野層が重なり，おそらく，その上位に重なる大野
川層群との関係は，御所浦・御船・姫ノ浦層群の上部白亜系との関係と類似していることが理解で
きる（田代｡1986)。
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　松川・江藤(1987)は，徳島の秩父帯北帯の白亜系（物部川層群）と黒潮II帯の白亜系中伊豆層
（南海層群）の関係は，同一堆積盆の沿岸と沖合の堆積相を示す同時異相と解釈した。この点につ
いては筆者の一人田代(1985, 1986)は，同一堆積盆であれば，なぜ同種の貝（汎世界的な共通種
を除く）が全く出ないのか。また,南海層群を沖合相と考えれば,その環境を特徴づけるGlｙｃｙｍｅｒi
ｓや殼の厚い貝が少なく，砂地にすむ凡,1ｕ類やCucullaea類が多く。それに対して，物部川層群
にはGlｖｃｖｍｃｒiｓや厚手の貝，岩礁性の貝が多いのかなどめ問題を提示していて，それに対する松
川・江藤の解答はない。もし，南海層群荻野層や｡中伊豆層の遠浅砂泥フォーナと同一堆積盆の沿
岸岩礁性フォーナを考えるとすれば，それはまさに袈裟堂層ブオーナであり，サンゴ・厚歯二枚貝
や南海層群に共通する種を含み物部層（沿岸岩礁性）フォーナと良くにたフォーナの構成属で，種
は微妙に異なる産出が，それを支持している。
　四国地方の秩父帯に分布する上部白亜系外和泉層群は一般に黒瀬川構造帯周辺に出現するのに対
し，先外和泉層群は，臼杵一八代構造線に接近して分布する的で異なっている。しかし，両層群と
も，その岩相・フォーナが，物部川層群よりも，南海層群に近いか，あるいはその上位の白亜系で
ある点共通している。　　　　　　　　　　　　　　　　し
図９．主要化石産地図と，その産出化石
熊本県八代山地の下部白亜系（田代・池田）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芭ａ ∃ ｌ ｌ
　　　　　　　Ｒ　　　　　　？　　　　　　？　　？　９　？
　　　　　　　ｊ　　　　ｊ　　　　ｊ　ｊ　ｊ　ｊ
ａ　　　　　　　　ａ
c　　　　　　　　cａ　　　　　　　　ｅ
０　　　　　　　　０
゛ｔｊ　　　　　　　　’ｔ３
ｅ　　　　　　　　ａ
々　　　　　　　　●ｅ々　　　　　　　　々　　　　⌒
Ｏ　　　　　　　　Ｏ，　　　芭
　　　　　　　　　　　　　Ｆ　　　芒　　Ｒ　Ｆ　宍
　　　　　　　　　　　　　Ｑ　　　Ｑ　　Ｑ　Ｑ　Ｑ　　　　　　　　　　　　　　Ｑ
　　　　　　　　　　　　　０　　　０　　０　０　０　　　　　　　　　　　　　　０
　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　ｓＱ　　ﾄa　，4　，a　　　　　　　　　　　　　　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　　　ｇ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　Ｓ
　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｅこj　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o ･?*　　　　　　　　･4
　　　　　　　　　　　　　　　　　句　　　　　　　Q　　　　　　　　●4句●Q　　　　⌒O 　　　　　　　　Q　　　　，4り
　　　ドド言仁川
ﾚ
]レ
づ且且言言且□
Ｑ　Ｑ　　　　　Ｑ　　　　　Ｑ　　　　　Ｑ　　　　　Ｑ　　　　　　　　　　　Ｑ　　　　　　Ｑ　　Ｑ　　　Ｑ
０　０　　　　　０　　　　　０　　　　　０　　　　　０　　　　　　　　　　　０　　　　　　０　　０　　　０μ ｊ ﾄa　 j　　　　　s4　　　　sa　　　　　　　　　　　j 　 j　　a 　 a
90 高知大学学術研究報告　第36巻　(1987)　自然科学
５。ま　と　め
　１．八代山地の白亜系は秩父帯北帯に分布する物部川層群と，みかけ上秩父帯北帯（本地域では）
に分布するが，北帯とは低角度の断層で接する先外和泉層群に大別できる。
　２．八代山地め物部川層群は下位から，川口層，八竜山層，日奈久層と重なり，それぞれ模式地
高知県物部地方の領石層，物部層，日比原層に対比されるが，物部地域の柚ノ木層に相当する部分
はない。
　３．八代山地の日奈久層上部の泥岩は放散虫化石によりAlbianである可能性がある。
　４，先外和泉層群は八代層(Upper Aptian～Lower Albian)と袈裟堂層（ＬｏｗｅｒAptian)から
なるが，両者の分布は各々独立していて直接の関係は認められない。
　５．先外和泉層群の２層は岩相・フォーナともに物部川層群よりも南海層群や中九州の中～上部
白亜系（御所浦層群）に似ている。
　６．八代層・袈裟堂層とも，日奈久層上部の泥岩層4こ低角度の断層関係で重なるもので，この両
層は，秩父帯の北側に発達する構造線の衝上運動によりもたらされたスラストシートであると解釈
でき，みかけ上下位にある日奈久層上部と八代・袈裟堂層の時代観の違いもそれを支持する。
　７．秩父帯北側に発達する構造線とは，宮地帯よりも北側の構造線をさし，それはまさに，中央
構造線である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　"-
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